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最
終
講
義
「
無
声
の
声
」 

要
木 

純
一 

 

は
じ
め
に 

私
は
、
こ
の
三
月
（
二
〇
二
六
年
）
に
、
島
根
大
学
を
退
職
す
る
。
通
例
、
そ
の
直
前
に
最
終
講
義
を
開
く
こ
と
が
多
い

の
で
あ
る
が
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
、
心
身
不
調
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
一
足
早
く
、
昨
年
十
一
月
二
十
三
日
の
島

大
国
文
会
特
別
講
演
の
場
を
借
り
て
、
最
終
講
義
に
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
関
係
者
に
は
ご
無
理
を
申
し
て
、
ご
面

倒
を
か
け
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。 

そ
の
講
義
の
あ
ら
ま
し
を
以
下
に
紹
介
す
る
の
だ
が
、
い
く
つ
か
言
い
足
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
お
ぎ
な
っ
た
。
も
と
の
ま

ま
で
は
な
い
。
見
て
の
通
り
、
支
離
滅
裂
、
中
途
半
端
、
言
葉
不
足
で
あ
る
が
、
た
だ
、
そ
れ
こ
そ
が
私
の
学
問
の
形
で
あ

り
、
支
離
滅
裂
、
中
途
半
端
、
言
葉
不
足
の
ま
ま
、
私
は
研
究
人
生
を
続
け
、
そ
し
て
終
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
ん
だ
ん

と
大
学
、
世
の
中
が
せ
ち
が
ら
く
な
っ
て
き
て
、
こ
の
よ
う
な
い
い
加
減
な
言
説
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
年
寄

り
の
妄
言
が
許
さ
れ
た
、
緩
い
時
代
の
記
録
と
し
て
後
世
に
残
し
て
お
き
た
い
。 

 

最
終
講
義
「
無
声
の
声
」 

過
分
の
ご
紹
介
に
預
か
っ
た
要
木
で
す
。
今
日
は
、
中
文
、
日
文
の
卒
業
生
、
在
学
生
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
だ
き



 

（2） 

 

ま
し
た
が
、
私
の
授
業
（
漢
文
講
読
・
漢
文
基
礎
演
習
）
覚
え
て
い
ま
す
か
。
何
時
間
も
か
け
て
、
平
仄
、
押
韻
の
話
を
ね

ち
ね
ち
と
繰
り
返
し
、
漢
和
辞
典
で
一
字
一
字
四
声
、
平
仄
を
調
べ
さ
せ
た
。
中
国
語
、
ま
し
て
古
代
の
中
国
語
な
ど
知

ら
な
い
の
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
何
の
役
に
立
つ
の
か
と
思
っ
た
だ
ろ
う
し
、
脱
落
す
る
学
生
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
に
、

音
楽
的
な
中
国
韻
文
の
美
し
さ
が
あ
る
の
だ
と
い
っ
て
も
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
ら
そ
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
日
本
人
が
い
く
ら
平
仄
を
調
べ
て
、
漢
字
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
も
、
何
に
も
音
な
ん
か
聞
こ
え
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。

訓
読
で
き
れ
ば
い
い
で
は
な
い
か
。
意
味
が
分
か
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
な
ぜ
平
仄
、
韻
調
べ
な
ど
、
う
っ
と
う
し
い
こ

と
を
強
制
す
る
の
か
。
そ
の
疑
問
に
こ
の
講
義
で
少
し
で
も
答
え
ら
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。 

さ
て
、
無
声
の
声
と
い
う
題
で
、
漢
字
を
見
て
も
な
ん
の
音
も
聞
こ
え
な
い
の
に
、
何
か
が
あ
な
た
が
た
の
無
意
識
に

聞
こ
え
て
い
る
よ
と
い
う
こ
と
を
私
は
い
い
た
い
の
で
す
が
、
ま
ず
は
「
無
声
の
声
」
の
出
典
か
ら
。
前
漢
の
時
代
の
思
想

百
科
事
典
『
淮
南
子
』
繆
称
訓
に 

 

有
声
之
声
、
不
過
百
里
。
無
声
之
声
、
施
于
四
海
。
（
有
声
の
声
は
、
百
里
に
過
ぎ
ず
。
無
声
の
声
は
、
四
海
に
施
す

（
あ
る
い
は
「
の
ぶ
」
）
） 

 

と
あ
り
ま
す
。
私
が
生
ま
れ
た
安
保
闘
争
が
激
し
か
っ
た
こ
ろ
に
、
岸
信
介
が
「
私
に
は
声
無
き
声
が
聞
こ
え
る
」
と
い
っ

た
の
が
日
本
で
は
有
名
で
す
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
、
本
来
は
、
為
政
者
は
赫
々
た
る
名
声
よ
り
も
、
人
に

知
ら
れ
な
い
よ
う
な
奥
深
く
た
た
え
た
德
の
方
が
、
む
し
ろ
全
世
界
を
感
化
す
る
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
こ
の
講
義
で

は
、
声
と
認
識
さ
れ
な
い
声
と
い
う
、
語
義
通
り
の
解
釈
で
用
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
無
声
の
声
は
、
中
国
か
ら
海

を
隔
て
た
、
全
然
違
う
言
語
の
日
本
人
の
耳
に
も
響
い
て
い
て
、
日
本
人
の
心
を
今
も
揺
り
動
か
す
の
だ
と
言
い
た
い
の

で
す
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
、
自
分
で
も
整
理
で
き
て
い
な
い
の
で
す
が
、
韻
律
と
か
、
繰
り
返
し
と
か
は
、
音
の
あ
り
よ
う

で
あ
っ
て
、
直
接
に
音
と
は
い
え
な
い
、
こ
ん
な
概
念
も
含
め
て
、
無
声
の
声
と
い
っ
て
い
ま
す
。 
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さ
て
、
そ
の
聞
こ
え
ぬ
音
と
は
何
か
。
例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。
宍
道
湖
に
浮
か
ぶ
嫁
ヶ
島
に
、
「
碧
雲
湖
棹
歌
」
と
い
う

漢
詩
の
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
者
や
由
来
、
訳
注
な
ど
か
つ
て
発
表
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

  
 

碧
雲
湖
棹
歌 

 

永
坂
石
埭   

〇
平
声 

●
仄
声 

◎
平
声
で
押
韻
。 

 
 

美
人
不
見
碧
雲
飛 

美
人
は
見
ず
碧
雲
は
飛
ぶ 

●
〇
●
●
●
〇
◎ 

 
 

惆
悵
湖
山
入
夕
暉 
惆
悵
す
湖
山
夕
暉
入
る
に 

〇
●
〇
〇
●
●
◎ 

一
幅
淞
波
誰
剪
取 

一
幅
の
淞
波
は
誰
か
剪
取
し
た
る 

●
●
〇
〇
〇
●
● 

春
潮
痕
似
嫁
時
衣 

春
潮
痕
は
似
た
り
嫁
す
る
時
の
衣
に 

〇
〇
〇
●
●
〇
◎ 

 

こ
の
〇
、
●
で
書
い
た
の
が
、
平
声
、
仄
声
で
す
ね
。
◎
は
平
声
で
の
押
韻
を
示
す
。
思
い
出
し
ま
し
た
か
。
平
仄
は
、

漢
字
音
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
（
ピ
ッ
チ
、
声
調
）
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
中
国
語
を
知
ら
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
辞
書
を

引
い
て
は
じ
め
て
わ
か
る
、
ま
さ
に
「
無
声
の
声
」
な
の
で
す
。
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
繰
り
返
し
つ
つ
、
交
代

す
る
よ
う
に
絶
句
や
律
詩
は
作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
規
則
を
、
二
四
不
同
二
六
対
、
反
法
、
粘
法
と
い
っ
た
術
語

で
説
明
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。
で
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
平
仄
っ
て
何
も
き
こ
え
ま
せ
ん
よ
ね
。
こ
れ
、
日
本
で

漢
詩
を
作
る
人
、
読
む
人
に
は
、
何
か
が
聞
こ
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
も
と
の
中
国
語
と
関
係
な
く
、
タ
ン
、

タ
ッ
の
組
み
合
わ
せ
と
か
、
高
音
、
低
音
の
組
み
合
わ
せ
と
か
、
人
に
よ
っ
て
は
目
の
前
が
暗
く
な
っ
た
り
、
明
る
く
な
っ
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た
り
視
覚
的
な
、
そ
ん
な
リ
ズ
ム
感
覚
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
証
拠
や
証
言
は
な
い
で
す
ね
。
ま
と
も
な
学
問

で
こ
ん
な
こ
と
を
主
張
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
漢
詩
文
の
専
門
家
は
、
訓
読
は
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

英
語
と
同
じ
で
、
和
訳
の
訓
練
だ
け
で
は
、
外
国
語
の
作
文
は
で
き
な
い
。
発
音
は
な
ま
っ
て
い
て
も
い
い
か
ら
、
語
順
通

り
に
読
む
べ
き
で
す
。
た
と
え
ば
、
碧
雲
湖
棹
歌
の
起
句
「
美
人
不
見
碧
雲
飛
」
を
、
そ
の
ま
ま
日
本
漢
字
音
（
で
き
る
だ

け
漢
音
）
で
「
び 

じ
ん 

ふ 

け
ん 

へ
き 

う
ん 

ひ
」
と
読
む
わ
け
で
す
。
こ
れ
を
直
読
と
い
い
ま
す
。
直
読
し
な
が
ら
、

た
だ
ち
に
平
仄
の
な
ん
ら
か
の
リ
ズ
ム
、
無
声
の
声
が
昔
の
（
ご
く
少
数
の
）
日
本
人
に
は
聞
こ
え
た
ん
だ
と
妄
想
し
て
お

り
ま
す
。
訓
読
で
わ
か
り
に
く
く
、
直
読
で
わ
か
り
や
す
い
、
中
国
詩
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、
頭
子
音
（
声
母
）
の
繰
返
し

で
あ
る
双
声
、
韻
（
韻
母
）
の
繰
返
し
で
あ
る
畳
韻
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
双
声
は
、
惆
悵ty

u
 
ty

o
 
 

誰
剪
取 s

u
i 

s
e

n
 s

y
u

。
畳
韻
は
、
（
嫁
）
時
衣 (

k
a

)
z
i i 

。
こ
の
繰
り
返
し
が
、
読
者
の
無
意
識
に
何
か
を
働
き
か
け
る
と
私
は
思

う
の
で
す
。
無
意
識
と
か
潜
在
意
識
と
か
、
な
ん
で
も
言
え
て
し
ま
う
の
で
、
卒
論
で
安
易
に
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。

作
者
は
こ
う
言
っ
て
い
る
が
、
無
意
識
で
は
逆
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
ん
だ
、
な
ん
て
、
ひ
ど
い
で
す
ね
。
で
も
も
う
卒
論

を
指
導
す
る
こ
と
も
な
い
し
、
勝
手
な
こ
と
を
言
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。 

で
も
ま
あ
、
漢
字
の
三
要
素
は
、
形
、
音
、
義
で
、
こ
の
三
要
素
が
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
る
わ
け
で
、
海
を
渡
り
、
日

本
語
で
訓
読
み
し
て
、
も
と
の
漢
字
音
が
い
っ
た
ん
消
え
て
も
、
形
と
義
に
よ
っ
て
、
音
が
ま
た
復
活
し
て
、
聞
こ
え
て
く

る
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
に
外
れ
て
い
な
い
理
屈
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
本
来
の
漢
詩
文
は
も
ち
ろ
ん
、
漢
文

訓
読
調
の
和
文
に
な
り
き
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
、
声
無
き
声
を
意
識
し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、
平
家
物

語
の
冒
頭
、 

 

「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
有
り
。
沙
羅
双
樹
の
花
の
色
、
盛
者
必
衰
の
理
を
表
す
。
奢
れ
る
人
も

久
し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
。
猛
き
者
も
遂
に
は
亡
び
ぬ
、
ひ
と
え
に
風
の
前
の
塵
に
同
じ
。
」 
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は
、
明
ら
か
に
訓
読
調
で
す
が
、
原
漢
文
に
復
元
す
る
と
、 

 
祇
園
精
舎
鐘
之
声
、
有
諸
行
無
常
之
響
。 

〇
〇
〇
●
〇
〇
〇 

●
〇
●
〇
〇
〇
● 

娑
羅
双
樹
花
之
色
、
表
盛
者
必
衰
之
理
。 

〇
〇
〇
●
〇
〇
● 

●
●
●
●
〇
〇
● 

奢
人
不
久
、
只
若
春
夜
之
夢
。 

〇
〇
●
● 

●
●
〇
●
〇
● 

猛
者
終
亡
、
偏
同
風
前
之
塵
。 

●
●
〇
〇 

〇
〇
〇
〇
〇
〇 

（
傍
線
部
の
平
仄
に
注
目
） 

 

こ
れ
、
き
れ
い
な
駢
儷
体
（
四
字
句
、
六
字
句
の
対
句
か
ら
成
り
立
つ
六
朝
時
代
に
は
や
っ
た
文
体
）
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
訓
読
す
る
と
ひ
っ
く
り
返
っ
て
最
後
に
読
ん
で
し
ま
う
「
不
」
は
、
英
語
のn

e
v

e
r

やn
o

t

と
同
じ
く
、
否
定
の

副
詞
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
平
仄
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
、
対
句
の
部
分
の
平
仄
が
、
前
半
は
一
致
す
る
よ
う

に
、
後
半
は
反
対
に
な
る
よ
う
に
作
っ
て
い
ま
す
。
第
二
、
第
四
、
第
六
字
（
有
、
表
な
ど
動
詞
は
括
弧
に
く
く
っ
て
）
、
則

ち
文
の
中
の
切
れ
目
の
平
仄
は
き
れ
い
に
、
一
致
す
る
か
真
反
対
に
な
る
よ
う
に
漢
字
が
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
訓

読
調
で
日
本
語
と
し
て
味
わ
う
べ
き
文
章
に
、
実
は
、
声
無
き
声
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

今
度
は
、
初
め
か
ら
漢
文
と
し
て
作
ら
れ
た
、
紀
淑
望
が
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
『
古
今
集
』
真
名
序
を
読
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。
平
安
時
代
は
、
直
読
（
声
調
、
平
仄
の
違
い
が
あ
っ
た
ら
し
い
）
が
主
で
、
訓
読
は
副
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
音

律
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
句
末
の
平
仄
に
注
目
し
ま
す
。
た
だ
し
、
「
者
」
や
「
者
也
」
等
の
助
辞
は
括
弧
に
く
く
っ
て
、
そ
の

ひ
と
つ
前
の
字
を
句
末
と
見
な
し
て
い
ま
す
。 
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夫
和
歌
（
〇
）
者
、w

a
 k

a
 

託
其
根
於
心
地
（
●
）
、
発
其
華
於
詞
林
（
〇
）
者
也
。 

人
之
在
世
（
●
）
、
不
能
無
為
（
〇
）
。 

思
慮
易
遷
（
〇
）
、
哀
楽
相
変
（
●
）
。 

感
生
於
志
（
●
）
、
詠
形
於
言
（
〇
）
。 

是
以
逸
者
其
声
楽
（
●
）
、
怨
者
其
吟
悲
（
〇
）
。 

可
以
述
懐
（
〇
）
、
可
以
発
憤
（
●
）
。 

動
天
地
（
●
）
、
感
鬼
神
（
〇
）
、d

o
u

 te
n

 ti, k
a

n
 k

i s
in

. 

化
人
倫
（
〇
）
、
和
夫
婦
（
●
）
、k

a
 jin

 r
in

, w
a

 f
u

 f
u

. 

莫
宜
於
和
歌
（
〇
）
。w

a
 k

a
 

和
歌
有
六
義
。
一
曰
風
、
二
曰
賦
、
三
曰
比
、
四
曰
興
、
五
曰
雅
、
六
曰
頌
。 

（
夫
れ
和
歌
は
、
其
の
根
を
心
地
に
託
し
、
其
の
華
を
詞
林
に
発
す
る
者
也
。
人
の
世
に
在
る
や
、
為
す
こ
と
無
か

る
能
わ
ず
。
思
慮
は
遷
り
易
く
、
哀
楽
は
相
い
変
る
。
感
は
志
に
生
じ
、
詠
は
言
に
形
わ
る
。
是
こ
を
以
っ
て
、
逸
す

る
者
は
其
の
声
楽
し
く
、
怨
む
者
は
其
の
吟
悲
し
。
以
て
懐
を
述
ぶ
可
し
、
以
て
憤
を
発
す
可
し
。
天
地
を
動
か
し
、

鬼
神
を
感
ぜ
し
め
、
人
倫
を
化
し
、
夫
婦
を
和
す
る
は
、
和
歌
よ
り
宜
し
き
は
無
し
。
和
歌
に
六
義
有
り
。
一
に
風

と
曰
い
、
二
に
賦
と
曰
い
、
三
に
比
と
曰
い
、
四
に
興
と
曰
い
、
五
に
雅
と
曰
い
、
六
に
頌
と
曰
う
）
。 

 

対
句
が
整
っ
て
い
る
上
に
、
平
仄
も
、
各
行
の
上
の
句
の
句
末
と
下
の
句
の
句
末
が
、
交
互
に
な
る
よ
う
に
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
双
声
、
畳
韻
の
語
の
並
べ
方
も
作
為
的
で
偶
然
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
字
読
み
を
示
し
た
「
天

地
」
、
「
鬼
神
」
、
「
人
倫
」
、
「
夫
婦
」
（
た
だ
し
、
双
声
は
、
清
音
、
濁
音
の
区
別
を
せ
ず
、
「
鬼
神
」
は
主
母
音i

の
一
致
で
畳
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韻
と
見
な
す
）
。
そ
し
て
、
「
和
歌
」
と
い
う
畳
韻
の
語
か
ら
、
ま
た
「
和
歌
」
に
戻
っ
て
い
く
。
こ
れ
、
紀
淑
望
が
パ
ク
っ
た

『
詩
経
』
の
大
序
（
参
考
）
と
比
べ
る
と
わ
か
る
ん
で
す
が
、
大
序
の
文
章
を
、
六
朝
的
な
音
律
を
意
識
し
て
、
並
び
替
え
て
、

改
変
し
て
い
ま
す
。
紀
淑
望
に
し
て
み
れ
ば
、
パ
ク
っ
た
の
で
は
な
く
、
音
律
を
整
え
て
よ
く
し
て
や
っ
た
ぞ
、
ど
う
だ
、

え
へ
ん
と
威
張
る
よ
う
な
気
持
ち
で
は
な
か
っ
た
か
。
要
す
る
に
レ
ト
リ
ッ
ク
の
塊
の
よ
う
な
文
章
な
の
で
す
。
訓
読
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
こ
の
苦
労
の
あ
と
が
消
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
後
世
の
人
は
直
読
す
る
こ
と
は
ま
れ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
も
、
何
ら
か
の
声
無
き
声
は
聞
こ
え
た
・
・
・
は
ず
。 

 

 
 

参
考 

『
詩
』
大
序 

（
傍
線
部
の
位
置
を
か
え
て
、
真
名
序
に
使
っ
て
い
る
） 

詩
者
、
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
発
言
為
詩
。
情
動
于
中
而
形
于
言
、
言
之
不
足
、
故
嗟
嘆
之
、
嗟
嘆
之
不
足
、

故
永
歌
之
、
永
歌
之
不
足
、
不
知
手
之
舞
之
足
之
蹈
之
也
。
情
発
于
声
、
声
成
文
、
謂
之
音
。
治
世
之
音
、
安
以
楽
、

其
政
和
。
乱
世
之
音
、
怨
以
怒
、
其
政
乖
。
亡
国
之
音
、
哀
以
思
、
其
民
困
。
故
正
得
失
、
動
天
地
、
感
鬼
神
、
莫
近

于
詩
。
先
王
以
是
経
夫
婦
、
成
孝
敬
、
厚
人
倫
、
美
教
化
、
移
風
俗
。
故
詩
有
六
義
焉
。
一
曰
風
、
二
曰
賦
、
三
曰

比
、
四
曰
興
、
五
曰
雅
、
六
曰
頌
。 

（
詩
な
る
者
は
、
志
の
之
く
所
也
。
心
に
在
っ
て
は
志
と
為
り
、
言
を
発
し
て
は
詩
と
為
る
。
情
は
中
に
動
い
て
而
し

て
言
に
形
わ
れ
、
之
を
言
い
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を
嗟
嘆
し
、
之
を
嗟
嘆
し
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を
永
歌
し
、
之
を

永
歌
し
て
足
ら
ず
、
手
の
之
を
舞
い
足
の
之
を
蹈
む
を
知
ら
ざ
る
也
。
情
は
声
に
発
し
，
声
文
を
成
す
、
之
を
音
と

謂
う
。
治
世
の
音
は
安
く
し
て
以
て
楽
し
、
其
の
政
は
和
す
。
乱
世
の
音
は
怨
ん
で
以
て
怒
る
、
其
の
政
は
乖
く
。

亡
国
の
音
は
哀
れ
に
し
て
以
て
思
い
、
其
の
民
は
困
し
む
。
故
に
得
失
を
正
し
、
天
地
を
動
か
し
、
鬼
神
を
感
ぜ
し

む
る
は
、
詩
よ
り
近
き
は
莫
し
。
先
王
は
是
れ
を
以
て
夫
婦
を
経
し
、
孝
敬
を
成
し
、
人
倫
を
厚
く
し
、
教
化
を
美

し
く
し
、
風
俗
を
移
す
。
故
に
詩
に
六
義
有
り
焉
。
一
に
風
と
曰
い
、
二
に
賦
と
曰
い
、
三
に
比
と
曰
い
、
四
に
興
と

曰
い
、
五
に
雅
と
曰
い
、
六
に
頌
と
曰
う
）
。 



 

（8） 

 

 

紀
貫
之
の
『
古
今
集
』
仮
名
序
も
、
『
詩
』
大
序
を
意
識
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
の
よ
う
な
、
ぎ
ち
ぎ
ち
の
レ
ト
リ
ッ
ク
か

ら
脱
し
て
、
和
文
の
美
し
さ
（
緩
さ
？
）
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

参
考 
『
古
今
集
』
仮
名
序 

や
ま
と
う
た
は
、
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
の
は
と
ぞ
な
れ
り
け
る
。
よ
の
中
に
あ
る
ひ
と
こ
と

わ
ざ
し
げ
き
も
の
な
れ
ば
、
心
に
お
も
ふ
事
を
、
み
る
も
の
き
く
も
の
に
つ
け
て
い
ひ
い
だ
せ
る
な
り
。
は
な
に
な
く

う
ぐ
ひ
す
、
み
づ
に
す
む
か
は
づ
の
こ
ゑ
を
き
け
ば
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
い
づ
れ
か
う
た
を
よ
ま
ざ
り
け
る
。
ち

か
ら
を
も
い
れ
ず
し
て
あ
め
つ
ち
を
う
ご
か
し
、
め
に
見
え
ぬ
お
に
か
み
を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
、
を
と
こ
を
む

な
の
な
か
を
も
や
は
ら
げ
、
た
け
き
も
の
ゝ
ふ
の
こ
ゝ
ろ
を
も
な
ぐ
さ
む
る
は
う
た
な
り
。 

 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
真
面
目
に
聞
い
て
く
れ
た
方
に
は
申
し
訳
な
い
が
、
す
べ
て
を
お
じ
ゃ
ん
に
し
て
し
ま
う
こ
と
を
言
い

ま
す
。 

平
家
物
語
冒
頭
、
実
は
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
漢
字
が
違
う
し
、
平
仄
の
配
置
が
私
に
都
合
の
良
い
よ
う
な
漢
字
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
諸
行
の
行
の
字
は
普
通
は
平
声
で
、
仄
声
は
品
行
と
い
う
よ
う
な
名
詞
的
用
法
の
み
で
す
。
要
す

る
に
、
私
の
か
く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
望
が
入
っ
た
分
析
で
し
た
。
そ
れ
に
、
こ
の
冒
頭
部
以
外
の
、
平
家
物
語
の
他

の
漢
文
訓
読
調
の
部
分
は
、
こ
の
よ
う
に
き
れ
い
に
平
仄
は
整
っ
て
い
ま
せ
ん
（
冒
頭
の
み
特
注
説
も
あ
り
得
る
と
は
思

い
ま
す
が
）
。
同
様
に
真
名
序
の
他
の
部
分
も
、
平
仄
や
双
声
、
畳
韻
の
配
置
が
こ
の
よ
う
に
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
要
す
る

に
、
自
分
の
都
合
の
い
い
と
こ
ろ
を
引
用
し
て
、
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
で
す
。
い
け
ま
せ
ん
ね
え
。

卒
論
や
演
習
で
は
、
根
拠
を
示
し
て
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
、
恣
意
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
く
ど
く
ど
と
い
っ
て
い

る
く
せ
に
、
何
た
る
体
た
ら
く
で
し
ょ
う
。
で
も
、
学
生
指
導
か
ら
解
放
さ
れ
、
普
通
の
論
文
も
も
う
書
か
な
く
な
る
今
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後
、
も
う
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
う
の
で
す
。
本
来
私
は
、
い
い
加
減
で
自
分
勝
手
な
人
間
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、

「
復
た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
」
で
す
ね
。 

と
い
う
わ
け
で
、
以
下
自
由
に
妄
言
を
し
ゃ
べ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

 

す
な
わ
ち
、
漢
文
学
の
声
無
き
声
が
、
日
本
語
や
日
本
文
学
の
奥
底
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
妄
言
で

す
。
ま
ず
、
か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
次
の
漢
詩
を
読
み
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

楓
橋
夜
泊 

 
 

 

張
継 

月
落
烏
啼
霜
満
天 

 

江
楓
漁
火
対
愁
眠 

姑
蘇
城
外
寒
山
寺 

k
o

 s
o

 jo
u

 g
a

i k
a

n
 s

a
n

 ji 

夜
半
鐘
声
到
客
船 

y
a

 h
a

n
 s

h
o

 s
e

i to
u

 k
a

k
 s

e
n

 

（
月
落
ち
烏
啼
い
て
霜
天
に
満
つ 
江
楓
漁
火
愁
眠
に
対
す 

姑
蘇
城
外
寒
山
寺 

夜
半
の
鐘
声
客
船
に
到
る
） 

 

平
仄
や
韻
の
話
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
は
お
い
と
い
て
、
第
三
句
「
姑
蘇
城
外
寒
山
寺
」
の
構
成
に
つ
い
て
。
「
姑
蘇
」
は

今
の
蘇
州
の
古
名
、
「
寒
山
」
は
そ
こ
に
あ
る
寺
の
名
、
こ
の
固
有
名
詞
に
、
畳
韻
を
潜
ま
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
ポ
イ
ン
ト

で
す
。
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
、
同
音
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
の
有
名
な
蘇
州
の
、
あ
の
有
名
な
寒
山

寺
の
鐘
を
今
私
は
聞
い
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
の
人
生
の
不
思
議
さ
に
し
み
じ
み
と
し
た
思
い
を
致
す
・
・
・
と
い
う
よ
う

な
唐
詩
に
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン
だ
と
説
明
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
わ
た
し
は
韻
母
の
配
置
の
妙
に
着
目
し
た
い
。

k
o

 s
o

か
らk

a
n

 s
a

n

と
母
音
が
広
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
次
の
句
はy

a
 

h
a

n
 

とa

を
響
か
せ
た
の
ち
に
、
次
第
に
口

が
狭
く
な
っ
て
い
く
。
ご
ー
ー
ー
ん
と
な
る
鐘
の
音
が
、
は
じ
め
は
小
さ
か
っ
た
の
が
、
次
第
に
大
き
く
な
り
、
最
高
潮
に

達
し
た
後
、
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
余
韻
を
響
か
せ
る
、
と
い
う
よ
う
に
感
じ
た
い
の
で
す
。
鐘
の
音
自
体
と
い
う
よ
り
も
、
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鐘
の
音
が
持
つ
気
分
、
雰
囲
気
、
何
か
が
始
ま
り
、
広
が
っ
て
、
静
か
に
収
束
す
る
、
と
い
う
風
に
考
え
て
も
よ
い
。
こ
れ

も
私
の
独
り
よ
が
り
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
文
学
は
、
作
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
読
者
あ
っ
て
の
も
の
。
誤
っ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
文
学
が
成
立
し
て
い
る
と
思
う
し
、
漢
詩
と
い
う
も
の
は
、
読
者
が
音
を
通
じ

て
深
読
み
を
す
る
と
こ
ろ
に
妙
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。 

さ
て
、
こ
の
詩
に
私
が
関
連
付
け
た
い
の
が
、
有
名
な
俳
諧
、 

 

古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音 

芭
蕉 

 

こ
の
作
品
の
母
音
の
繰
返
し
や
配
置
を
分
析
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

h
u

 r
u

 i k
e

 y
a

  k
a

 w
a

 z
u

 to
 b

i k
o

 m
u

  m
i z

u
 n

o
 o

 to
 

 

こ
れ
を
、
口
が
開
い
て
い
る
ア
段
と
口
が
閉
じ
る
イ
・
ウ
段
、
そ
し
て
そ
の
中
間
の
エ
・
オ
段
に
分
類
す
る
と
、 

 

ア
段  

 
 

 
 

 
 

 
 

y
a

  k
a

 w
a

 

エ
・
オ
段 

 
 

 
 

 
k

e
 

 
 

 
 

 
 

 
to

 
k

o
 

 
 

 
 

 
n

o
 o

 to
 

イ
・
ウ
段 

 
h

u
 r

u
 i   

 
 

 
 

 
 

 
z
u

 
b

i  
 

m
u

 m
i z

u
 

 

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
「
ふ
る
」
と
円
唇
か
ら
、
切
れ
字
の
「
や
」
、
「
か
わ
」
へ
と
口
が
広
が
っ
て
い
き
、
そ
れ
か
ら
は
口
が
閉

じ
る
方
向
に
波
打
つ
よ
う
に
続
い
て
い
く
。
ど
う
で
す
。
「
楓
橋
夜
泊
」
の
後
半
と
よ
く
似
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
音
の
構
成

に
、
私
に
は
、
蛙
が
力
を
た
め
て
、
ぴ
ょ
ん
と
飛
ん
で
、
ぽ
ち
ゃ
ん
と
池
に
飛
び
込
み
、
波
紋
が
静
か
に
広
が
っ
て
い
く
、
情
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景
と
い
う
よ
り
も
気
分
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
芭
蕉
は
杜
甫
を
愛
読
し
、
杜
甫
は
双
声
、
畳
韻
を
そ
れ
は
そ
れ
は
う
ま
く

使
う
作
家
。
芭
蕉
は
、
漢
詩
の
声
な
き
声
を
学
ん
だ
・
・
・
と
い
う
の
は
ど
う
で
す
か
。 

 
閑
か
さ
や
岩
に
し
み
い
る
蝉
の
声 

芭
蕉 

s
i z

u
 k

a
 s

a
 y

a
  i w

a
 n

i s
i m

i i r
u

  s
e

 m
i n

o
 k

o
 e

 

 

は
、
今
度
は
子
音s

z
の
音
に
、
し
ず
か
さ
（si z

u
 k

a
 s

a

もs
z

が
多
い
で
す
ね
）
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
ま
す
。
中
の
句

で
は
、i

音
を
響
か
せ
て
、
岩
の
中
に
セ
ミ
の
声
が
し
み
こ
ん
で
い
く
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。 

 

下
々
も
下
々
下
々
の
下
国
の
涼
し
さ
よ 

一
茶 

 

こ
れ
は
も
う
声
無
き
声
と
は
い
え
な
い
。
あ
か
ら
さ
ま
で
す
ね
。g

k

の
音
を
連
ね
た
、
気
色
の
悪
い
感
じ
の
後
に
、sz

系
の
音
で
、
涼
風
が
さ
っ
と
吹
く
感
じ
。
音
感
と
配
置
の
妙
で
す
。 

あ
き
ら
か
に
漢
詩
の
声
無
き
声
を
意
識
し
て
い
る
も
の
と
し
て
次
の
近
代
詩
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

て
ふ
て
ふ
が
一
匹
韃
靼
海
峡
を
渡
つ
て
行
つ
た 
安
西
冬
衛 

 

前
の
部
分
が
、
漢
語
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
蝶
蝶
、
一
匹
、
韃
靼
、
海
峡
。
こ
れ
が
重
言
（
同
字
を
繰
り
返
す
）
、
双

声
、
畳
韻
な
ん
で
す
ね
。
蝶
蝶
は
、
古
代
中
国
語
で
は
、te

p
 te

p
。
そ
の
音
感
を
生
か
す
た
め
に
、
わ
ざ
と
字
音
仮
名
遣

い
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
）
の
仮
名
に
開
い
て
い
る
。
実
際
に
読
む
と
き
は
現
代
音
で
「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」
と
読
ん
で
い
た
で
し

ょ
う
。
で
も
、
昔
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
気
が
す
る
。
匹
を
「
ひ
き
」
と
読
む
の
は
訓
読
み
で
す
。
音
読
み
は
「
匹
敵
」
の
「
ひ
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つ
」
、
古
代
中
国
音
はit 

h
it

で
畳
韻
と
な
り
ま
す
。
韃
靼
は
古
代
中
国
音
はd

a
t 

ta
n

。
清
濁
を
無
視
す
れ
ば
双
声
。

海
峡
はk

a
i 

k
e

p

で
双
声
。
安
西
冬
衛
は
、
大
連
育
ち
で
す
が
、
中
国
語
が
身
近
に
あ
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
厳
密

で
は
な
く
て
も
、
な
ん
と
な
く
わ
き
ま
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
普
通
の
日
本
人
に
と
っ
て
は
声
無
き
声
で
あ

っ
た
も
の
を
聞
い
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
末
尾
の
大
和
言
葉
の
「
渡
つ
て
行
つ
た
」
の
部
分
も
、
双
声
、
畳
韻
の

リ
ズ
ム
を
引
き
ず
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

こ
の
リ
ズ
ム
感
や
音
感
と
い
う
も
の
は
説
明
し
に
く
い
。
「
て
ふ
て
ふ
」
と
い
う
音
に
私
は
蝶
蝶
が
ひ
ら
ひ
ら
舞
っ
て
い

る
よ
う
な
音
感
を
感
じ
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
そ
う
感
じ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
科
学
的
に
扱
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。 

こ
の
音
感
の
説
明
に
挑
ん
だ
本
で
古
典
的
な
も
の
に
、
幸
田
露
伴
『
音
幻
論
』
が
あ
り
ま
す
。
音
感
と
い
う
対
象
が
対

象
だ
け
に
、
科
学
的
な
究
明
に
は
乏
し
い
の
で
す
が
、
多
く
の
実
例
に
よ
っ
て
解
析
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
韻
」
の
項

目
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

 

「
ア
」
は
全
体
発
生
の
意
、
「
ウ
」
は
そ
れ
に
反
し
て
収
め
、
閉
じ
、
止
ま
る
意
、
「
イ
」
は
突
き
進
む
意
、
「
エ
」
は
突
き

進
む
の
で
は
な
く
命
令
す
る
よ
う
な
意
、
「
オ
」
は
送
り
出
し
、
応
ず
る
よ
う
な
意
を
も
っ
て
い
る
。 

 

大
体
首
肯
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
「
イ
」
は
、
舌
が
如
実
に
口
腔
の
前
部
に
向
か
っ
て
い
く
発
音
で
、

肉
体
も
前
方
に
突
き
進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
芭
蕉
の
「
岩
に
し
み
い
る
」
の
イ
段
の
音
を
発
音
す
る
と
き
の
舌
の
位

置
に
気
を
付
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。 

文
学
作
品
に
限
ら
ず
、
ア
ニ
メ
や
だ
じ
ゃ
れ
や
流
行
語
に
も
音
感
の
重
要
性
が
あ
り
ま
す
。
漢
語
（
中
国
語
）
の
影
響

だ
と
い
い
た
い
で
す
が
、
そ
こ
は
抑
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
世
界
的
に
流
行
し
た
漫
画
（
ア
ニ
メ
）
に 

 

進
撃
の
巨
人 

s
in

 g
e

k
i n

o
 k

y
o

 z
in
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が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
題
名
は
、i

（y

）
音
が
多
く
、
ま
さ
に
突
き
進
む
感
じ
が
し
ま
す
ね
。k

g

の
子
音
も
、
喉
の
奥
で
呼

気
を
阻
害
し
て
発
せ
ら
れ
、
固
く
強
い
感
じ
が
し
ま
す
。
障
碍
を
乗
り
越
え
て
突
き
進
む
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と

古
い
で
す
が
、 

 

激
お
こ
プ
ン
プ
ン
ま
る 

g
e

 k
i o

 k
o

 p
u

n
 p

u
n

 m
a

 r
u

 

 

こ
れ
、
双
声
、
畳
韻
、
重
言
が
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
リ
ズ
ム
感
の
良
さ
が
歓
迎
を
受
け
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

気
に
な
る
の
が
、 

 

ア
ル
ミ
缶
の
上
に
あ
る
ミ
カ
ン 

 

も
と
の
由
来
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
嘉
門
達
夫
の
歌
で
知
っ
た
関
西
の
駄
洒
落
で
す
。
こ
れ
が
虚
を
突
か
れ
た
と
い
う
か
。

標
準
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、 

 

高  
 

る
み
か
ん
の 

 

え  

あ  

み 

低  

あ  
 

 
 

 

う  

に  

る  

か
ん 

 

何
か
面
白
み
が
な
い
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
関
西
方
言
で
は
、 
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高  

あ
る
み
か
ん
の
う
え
に 

 
 

み 

低  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
る  

か
ん 

 

で
、
い
か
に
も
駄
洒
落
と
い
う
感
じ
で
面
白
み
が
あ
り
ま
す
。
思
う
に
、
標
準
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
「
あ
る
」
と
「
み
か

ん
」
が
別
語
と
し
て
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
う
。
関
西
語
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
「
あ
る
み
か
ん
」
と
一
塊
で
読
む
の
で
、
「
ア
ル

ミ
缶
」
と
の
類
似
（
と
微
妙
な
相
違
）
が
引
き
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
ら
ん
こ
と
に
拘
る
と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、

中
国
詩
の
平
仄
と
句
の
切
れ
目
の
関
係
、
現
代
中
国
語
の
変
調
の
問
題
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
個
人
的
に
は
思
っ
て

い
ま
す
。 

こ
の
つ
い
で
に
、
音
感
と
無
意
識
の
関
係
に
つ
い
て
、
日
頃
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
。 

女
性
の
名
前
で
、
「
子
（
こ
）
」
で
終
わ
る
場
合
と
「
美
（
み
）
」
で
終
わ
る
場
合
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
が
前
か
ら
不
思
議

で
し
た
。
た
と
え
ば
、
佳
子
と
佳
美
。 

 

高  

よ  
 

 
 

 

し
み 

低  
 

し
こ  

 

よ 

 あ
り
え
な
い
名
前
で
も
同
様
。 

 

高  

ば  
 

 
 

か
み  

 

ぺ  
 

 
 

 

ま
み  

 
き
ょ  

 
 

 
 

 
 

み
ゃ
み 

低  
 

か
こ  

ば  
 

 
 

 

ま
こ  

 

ぺ  
 

 
 

 
 

み
ゃ
こ  

 

き
ょ 

 

ど
う
も
、
名
前
全
体
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
覚
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
「
こ
」
で
終
わ
る
か
ら
こ
の
ア
ク
セ
ン
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ト
で
、
「
み
」
で
終
わ
る
か
ら
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
、
と
い
う
よ
う
に
、
発
音
す
る
前
の
脳
内
で
、
何
か
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
意
識
さ
れ
な
い
の
で
無
意
識
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
単
な
る
記
憶
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー

タ
が
入
っ
て
き
て
、
反
応
が
起
こ
る
。
そ
こ
に
、
そ
れ
こ
そ
中
国
古
代
か
ら
の
無
声
の
声
が
関
わ
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
か
。

ユ
ン
グ
の
集
団
無
意
識
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
学
問
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
老
後
の
趣
味
は
、

宗
教
、
オ
カ
ル
ト
、
神
秘
主
義
、
陰
謀
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。 

さ
て
、
や
な
せ
た
か
し
作
の
子
供
た
ち
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
も
、a

n
 p

a
n

 m
a

n

、
い
わ
ば
畳
韻
で
す
ね
。
幸

田
露
伴
の
「
音
幻
論
」
に
い
う
よ
う
に
、
全
体
発
生
の
「
あ
」
で
何
か
が
生
ま
れ
る
強
さ
を
示
し
、
や
わ
ら
か
い
鼻
音
「
ん
」
で

あ
た
た
か
い
優
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
朝
ド
ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
に
ち
な
ん
で
、
や
な
せ
た
か
し

の
作
品
に
お
け
る
無
声
の
声
、
お
も
に
押
韻
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」 

 
 

 
 

 

や
な
せ
た
か
し
作
詞
・
い
ず
み
た
く
作
曲 

ぼ
く
ら
は
み
ん
な
（a

） 

生
き
て
い
る
（u
） 

生
き
て
い
る
か
ら
（a

） 

歌
う
ん
だ
（a

） 

ぼ
く
ら
は
み
ん
な
（a

） 

生
き
て
い
る
（u

） 

生
き
て
い
る
か
ら
（a

） 

か
な
し
い
ん
だ
（a

） 

（
中
略
） 

ミ
ミ
ズ
だ
っ
て
（e

） 

オ
ケ
ラ
だ
っ
て
（e

） 

ア
メ
ン
ボ
だ
っ
て
（e

） 

み
ん
な 

み
ん
な
（a

）
生
き
て
い
る
ん
だ
（a

） 

友
だ
ち
な
ん
だ
（a

） 
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や
な
せ
た
か
し
が
鬱
病
を
患
っ
た
と
き
に
、
電
球
に
て
の
ひ
ら
を
当
て
て
、
血
潮
が
流
れ
て
い
る
の
が
み
え
た
（
よ
う
に

幻
視
し
た
？
）
時
に
、
思
い
つ
い
た
歌
詞
だ
と
言
い
ま
す
。
そ
の
後
彼
は
恢
復
し
ま
す
。
「
ウ
」
で
「
収
め
、
と
じ
」
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
た
め
た
と
こ
ろ
で
、
「
ア
」
で
発
散
開
放
す
る
。
子
供
た
ち
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
心
病
む
人
に
対

す
る
応
援
歌
に
ふ
さ
わ
し
い
韻
の
配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
小
学
生
の
こ
ろ
に
は
や
っ
た
替
え
歌
に
「
ぼ
く
ら
は
み
ん

な
生
き
て
い
る
。
生
き
て
い
る
か
ら
み
ん
な
死
ぬ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ス
で
す
ね
。
「
ウ
」
で
終
わ
る
と
奈
落
の

底
に
沈
ん
で
い
く
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
ミ
ミ
ズ
だ
っ
て
以
下
の
「
エ
」
段
は
ま
さ
に
「
命
令
す
る
よ
う
な
意
」
。
自
ら

を
励
ま
す
気
分
で
し
ょ
う
か
。 

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
。 

 

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」 

 
 

 
 

や
な
せ
た
か
し
作
詞
・
三
木
た
か
し
作
曲 

そ
う
だ
う
れ
し
い
ん
だ
（a

） 

生
き
る
よ
ろ
こ
び 

た
と
え
胸
の
傷
が
い
た
ん
で
も 

 

な
ん
の
た
め
に
生
ま
れ
て
（e

） 

何
を
し
て
生
き
る
の
か
（a

） 

こ
た
え
ら
れ
な
い
な
ん
て
（e

） 

そ
ん
な
の
は
い
や
だ
！
（a

） 

（
中
略
） 

あ
あ
ア
ン
パ
ン
マ
ン
優
し
い
君
は
（a

） 



 

（17） 

 

い
け
！
（e

）
み
ん
な
の
夢
（e

） 

ま
も
る
た
め
（e

） 

 
「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
と
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
つ
い
て
、
や
な
せ
た
か
し
は
言
っ
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
児
の
こ
ろ
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
大
好
き
だ
っ
た
子
が
、
小
学
生
に
な
る
と
あ
ん
な
の
ダ
サ
い
と
言
っ
て
見
な

く
な
る
。
で
も
そ
れ
で
い
い
ん
だ
。
子
供
の
時
に
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
見
て
積
極
的
な
人
生
観
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
、
大
人
に
な
っ
て
苦
境
に
立
っ
た
時
、
立
ち
向
か
う
気
持
ち
を
お
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
あ
、
洗
脳
と
い
う
言
葉
が

頭
を
か
す
め
る
、
ち
ょ
っ
と
や
ば
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
。
最
近
は
、
昔
と
比
べ
る
と
、
学
生
が
ず
っ
と
明
る
く
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
育
て
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
が
た
も
、
失
恋
し
た
り
、
単

位
を
落
と
し
た
り
し
た
と
き
、
が
っ
く
り
し
な
い
で
、
宍
道
湖
の
夕
陽
を
見
な
が
ら
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
、
「
そ
う
だ
う
れ
し
い
ん
だ
生
き
る
よ
ろ
こ
び
」
の
歌
が
脳
内
に
響
き
鳴
り
、
明
日
に
向
か
っ
て
立
ち
直
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
お
か
げ
で
す
。
あ
な
た
方
こ
そ
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
チ
ル
ド
レ
ン
だ
。 

冗
談
は
そ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
最
近
は
言
語
戦
略
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
や
な
せ
た
か
し
の
歌
も
、
人

を
勇
気
づ
け
、
人
を
変
え
る
と
い
う
意
味
で
言
語
戦
略
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
、
中
国
こ
そ
今
に

至
る
ま
で
言
語
戦
略
の
国
。
文
学
も
、
日
本
の
よ
う
に
誰
も
聞
い
て
い
な
く
て
も
、
ぶ
つ
ぶ
つ
独
り
言
を
い
う
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
、
必
ず
読
者
の
心
を
動
か
し
、
多
く
の
場
合
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
政
治
と
文
学

が
非
常
に
距
離
が
近
い
の
で
す
。
し
か
も
、
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
、
無
意
識
の
う
ち
に
洗
脳
す
る
傾
向
が
強
い
。
こ
の

辺
、
日
本
人
か
ら
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
つ
い
て
行
け
な
い
点
で
す
。 

 

為
人
民
服
務
（w

e
i r

e
n

 m
in

 f
u

 w
u

）
、
国
家
安
全
（gu

o
 jia

 a
n

 q
u

a
n

）
、
和
諧
社
会
（he

 x
ie

 s
h

e
 

h
u

i

） 
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中
国
共
産
党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
、
よ
く
見
れ
ば
、
双
声
、
畳
韻
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、g

とj

、h

とx

を
同
系
の

子
音
と
み
な
す
と
か
、h

u
i

をh
u

e

と
発
音
す
る
と
か
、
い
く
つ
か
操
作
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
幼
い
時
か
ら
、
こ
れ
を
叩
き
込
ま
れ
て
身
に
つ
く
と
、
長
じ
て
馬
鹿
ら
し
く
思
い
、
反
発
す
る
よ

う
に
な
っ
て
も
、
や
は
り
そ
れ
が
正
し
い
こ
と
だ
と
心
の
底
で
は
信
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
伝
統
的
に
は
、
自
己
及
び

親
族
中
心
主
義
で
、
せ
い
ぜ
い
狭
い
共
同
体
の
利
害
し
か
考
え
な
か
っ
た
あ
の
中
国
人
が
、
い
ま
や
、
人
民
に
服
務
し
、
国

家
の
安
全
（
治
安
）
を
考
え
、
協
調
的
な
社
会
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
・
・
・
ら
し
い
。
こ
れ
ぞ
、
あ
る
意
味
、
潜
在
意

識
に
働
き
か
け
る
声
無
き
声
と
は
言
え
ま
す
ま
い
か
。
最
近
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
、
台
湾
問
題
是
中
国
核
心
利
益
中
的
核

心
（
台
湾
問
題
は
中
国
核
心
利
益
中
の
核
心
で
あ
る
）
。
核
心h

e
 x

in

、
利
益li y

i

と
双
声
、
畳
韻
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
自
分
と
い
う
よ
り
も
、
教
え
子
に
迷
惑
が
か
か
る
か

も
し
れ
な
い
の
で
、
自
粛
し
ま
す
。
学
生
に
反
中
思
想
を
吹
き
込
む
大
学
教
員
と
い
う
間
違
っ
た
情
報
が
伝
わ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
学
生
、
私
の
言
う
こ
と
全
然
聞
い
て
く
れ
な
い
の
に
ね
。
文
化
大
革
命
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
日
本

の
混
乱
を
知
っ
て
い
る
私
に
は
、
中
国
は
ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
ま
せ
ん
。 

さ
て
も
う
一
つ
、
お
ま
け
の
話
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
「
腸
感
冒
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
お
な
か
を
壊
す
風

邪
の
こ
と
で
、
こ
れ
実
は
山
陰
だ
け
の
方
言
だ
と
い
う
こ
と
で
最
近
有
名
に
な
っ
て
ま
す
。
私
も
、
松
江
に
来
て
お
医
者

さ
ん
に
か
か
っ
て
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。
な
ぜ
、
山
陰
だ
け
で
？
。
日
本
国
語
大
辞
典
に
は
載
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
だ

れ
が
い
つ
言
い
始
め
た
ん
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
前
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
「
腸

感
冒
」
を
検
索
し
ま
し
た
。
こ
の
全
文
の
検
索
便
利
で
す
。
日
本
語
学
・
文
学
の
人
、
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
す
る

と
、
杉
田
玄
端
訳
の
『
痘
瘡
金
鍼
』
（
明
治
二
年
出
版
）
と
い
う
本
に
、 

 

牛
痘
ノ
疱
ハ
・
・
・
小
兒
ハ
甚
ダ
安
静
ナ
ラ
ズ
シ
テ
、
夜
中
病
ヲ
發
シ
易
ク
、
皮
膚
熱
シ
大
渴
シ
テ
甚
ダ
急
性
病
ヲ
發

シ
易
ク
特
ニ
肺
焮
衝
、
腸
感
冐
ヲ
發
シ
易
シ
。 
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と
あ
り
ま
し
た
。 

杉
田
玄
端
は
、
杉
田
玄
白
の
直
系
子
孫
、
養
子
な
の
で
血
は
つ
な
が
っ
て
ま
せ
ん
が
。
「
痘
瘡
金
鍼
」
は
そ
の
序
に
よ
る

と
も
と
ド
イ
ツ
の
医
学
書
の
翻
訳
だ
そ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
幕
末
か
ら
明
治
に
、
蘭
医
や
洋
医
が
広
く
使
っ
て
い
た
訳

語
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
幕
末
、
明
治
初
期
、
江
戸
や
京
都
に
遊
学
し
て
、
松
江
に
帰
っ
て
、
町
医
者
と
な
っ
た
人
た

ち
が
あ
り
、
そ
の
人
た
ち
が
こ
の
言
葉
を
持
っ
て
帰
っ
て
、
患
者
に
対
し
て
使
用
し
、
師
弟
関
係
等
で
広
が
っ
て
今
に
至
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時
代
の
用
例
、
も
と
の
オ
ラ
ン
ダ
語
（
ド
イ
ツ
語
？
）
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
等
も
っ

と
も
っ
と
調
べ
る
べ
き
で
す
が
、
私
に
は
そ
の
気
力
が
な
い
。
あ
な
た
方
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
「
腸
感
冒
」
の
平
仄
が
〇

●
●
で
あ
り
、
そ
れ
と
対
に
な
る
「
肺
焮
衝
」
の
平
仄
が
●
●
○
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。
三
字
の
句
の
と
し

て
理
想
的
な
平
仄
の
配
置
で
す
。
ど
う
も
、
こ
れ
ら
の
症
例
の
訳
語
あ
る
い
は
造
語
は
、
中
国
本
土
の
人
間
が
、
か
か
わ

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
も
し
く
は
、
無
声
の
声
が
聞
こ
え
る
、
漢
学
に
造
詣
の
深
い
日
本
の
医
者
か
も
し
れ
ぬ
。
「
肺
焮

衝
」
の
「
焮
」
字
は
ま
れ
な
字
な
の
で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
「
欣
」
字
と
同
じ
平
声
と
見
な
し
て
い
た
か
、
そ
れ
な
ら
●
〇
〇

と
な
っ
て
、
「
腸
感
冒
」
の
〇
●
●
と
対
に
な
っ
て
好
都
合
な
の
だ
が
。
な
ん
て
こ
と
を
考
え
て
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
調
べ

な
い
。
見
た
こ
と
の
な
い
漢
語
に
出
会
う
と
、
い
つ
も
平
仄
を
考
え
、
そ
の
無
声
の
声
を
聞
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
以
上
調
べ

な
い
で
終
わ
っ
ち
ゃ
う
。
こ
れ
は
一
種
の
病
気
で
す
か
ね
。
病
膏
肓
に
入
る
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。 

漢
文
学
に
か
ぎ
ら
ず
、
文
学
の
快
楽
の
一
つ
は
、
音
感
を
楽
し
む
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
無
声
の
声
を
味
わ
う
こ
と
に
あ

る
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
十
人
に
一
人
く
ら
い
し
か
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
感
じ
で
す
ね
。
漢
字
の
三
要
素
で
い
え
ば
義

（
意
味
、
筋
）
の
快
楽
、
形
（
視
覚
）
の
快
楽
の
方
が
、
ず
っ
と
楽
し
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
文
学
で
音
感
を
楽
し
む
な
ん
て

ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
、
そ
れ
な
ら
音
楽
や
歌
の
方
で
直
接
、
大
量
に
快
楽
を
得
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
し

て
、
無
声
の
声
で
は
、
実
際
に
音
は
聞
こ
え
な
い
か
ら
な
あ
。
ま
あ
、
こ
れ
は
こ
れ
で
音
楽
に
は
な
い
楽
し
み
が
あ
る
ん
で

す
よ
。
無
声
の
声
に
こ
だ
わ
っ
て
い
く
の
が
、
私
の
人
生
な
ん
で
し
ょ
う
。 
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時
間
を
大
幅
に
超
え
て
、
中
途
半
端
な
ま
ま
に
最
終
講
義
を
終
え
ま
す
。
ま
あ
で
も
、
教
育
者
、
研
究
者
と
し
て
中
途

半
端
に
終
わ
っ
た
私
に
ふ
さ
わ
し
い
終
わ
り
方
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 終
わ
り
に 

三
十
五
年
間
、
お
世
話
に
な
っ
た
島
根
大
学
の
教
職
員
、
学
生
、
関
係
者
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
こ
ん
な
私
を
放
任
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。 


